DBZはNdel1のリン酸化制御によりLis1やDISC1の神経突起成長方向への輸送を調節し、神経細胞の成長や大脳皮質形成に働く by 岡本, 昌之
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学位論文題目
DBZ regulates cortical cell positioning and neurite developlnent by sustaining


























































疫染色の結果か ら、DBZいKDもしくは DBZ‐KOでは、神経突起先端へ と運ばれ る
DISCl,hslの移動速度は変化しないが、量が減少することを観察した。そして、GSK‐3β
の阻害剤は、DBZ‐KDによる神経突起伸長抑制を低減した。なお、神経突起先端からhsl
は逆行性に再度輸送され、神経細胞移動時に機能するが、Lislの神経突起先端における量
の減少は、この過程に障害をもたらすものと考えられた。
【結論】DBZは胎生期の大脳皮質形成にNudellのリン酸化調節を介して、DISClやLisl
とともに神経細胞の成長や移動、大脳皮質構築に大きく関わつていることが示された。
備考 1 ※印の欄は、記入しないこと。
2 学位論文の要旨は、和文により研究の目的、方法、結果、考察、結論等の順に記載し、
2,000字程度でタイプ等で印字すること。
3 図表は、挿入しないこと。
